






要約:川崎病罹患児のホルター心電図による不整脈の検討を行なった。特に心室性期外収縮

(以後VPCと略す)について分類すると,心臓後遺症を認めた40例中,1日に30コ以上のVPC

が認められたもの 3例,2 連発を認めたもの 2例,3連発以上のものは 1例であった。そして

両側巨大動脈瘤の 1 例を除き,これらは冠状動脈閉塞例.高度狭窄例,有症状の心筋梗塞例

で運動負荷試験および負荷心筋シンチグラフィーでも異常を認め心筋障害を示唆していた。

ホルター心電図上,不整脈の出現があれば,不可逆的心筋障害も推測され,長期管理をして

いく上で,厳重な経過観察が必要であると同時に,異常所見の出現以前に手術の適応をも検

討する必要があると考えた。 


